
多種多様な社会の要請に応えるために、

技術を探求する「工学」の専門知と「文化」「社会」の専門知、「データサイエンス」の専門知を幅広くかつ協働して学び、

さらに社会との協働を通して実践する共創能力を有する人材を養成します。

　工学系での専門的立場における女性人材のニーズが高まる中、
本学では令和6（2024）年度に「文化」「社会」の知を「工学」と協働さ
せ、安全、安心、快適な社会のための技術の構築と技術を応用した
文化の創造を目指す共創工学部を立ち上げました。この理念を持ち
つつ高度な技術と知識、さらに実践力を併せ持ち、リーダーシップを
発揮できる専門家を育成する高等教育機関として、令和8（2026）年
4月に博士前期課程「共創工学専攻」を設置します。

　社会は大きく変化し、経済発展だけでなく様々な社会の要請に
応える必要があります。そのためには、多様な「知」とともに多角的
な「視点」が必要とされ、ジェンダーに関わらない多様な人材養成
が必要となります。モノづくり、技術の創造、イノベーションには特
にこの考え方が重要ですが、工学系分野では日本でのジェンダー
ギャップは極めて大きく、この解消が喫緊の課題となっています。

幅広い工学と、人文学・社会科学の専門領域を協働させ、
新しい技術や文化すなわちモノ・コトを工学的手法によって創造することができる能力

自らの専門分野において高度な知識と技術、すなわち高度な専門知を修得し、
その分野でリーダーシップを発揮できる専門家となりうる能力

社会ニーズに対応でき、かつ修得した高度な専門知を社会実装させ、リーダーシップを発揮できる能力



認知科学
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人間環境文化情報

◎ 必修科目 ○選択必修科目

◎共創工学特別研究（修士） (8)

○共創工学演習Ⅰ (1)

○共創工学演習Ⅱ (1)

○共創工学演習Ⅲ (1)

○共創工学演習Ⅳ (1)

共創建築インターンI (2)

共創工学WS・ファシリテーション
（LIDEE）(1)

共創インターン I (2）

共創建築インターンⅡ(2)*

専門実践科目群

2単位
以上

共創能力（DPA）・実践力（DPC）の涵養：
高度な専門知を社会実装する実践的科目

○共創データサイエンス演習 (2)

○知的財産特論 (1)

◎

可視化技術演習

共創分散処理特論

共創分散処理演習

フェミニスト空間論演習

共創非線形数理特論

共創非線形数理演習

共創生命情報学演習

修士論文修了

画像・音声技術特論

可視化技術特論

共創データ工学演習

画像・音声技術演習

工学系科目より4単位以上、
工学と共創する学術系科目より4単位以上、
そのうち 演習科目 は4単位以上

認知科学演習

1・２年 ヒューマンコンピュータ
インタラクション演習

空間デザイン演習

水環境工学演習

建築環境工学演習

身体行動計測演習

専門力（DPB）の涵養：高度な工学の知識・技術，共創する学術系知識

言語科学特論

言語科学演習

認知科学

専門科目群

文化情報学特論
地理情報科学
都市環境学

共創生命情報学特論

フェミニスト空間論

身体行動計測特論

衣環境機能材料特論

バイオマテリアル演習

バイオマテリアル特論

共創数理情報学特論

共創数理情報学演習

衣環境機能材料演習

第四紀学特論

人体計測学演習

テキストアナリティクス
特論

文化情報学研究演習

歴史情報学特論

水環境工学特論

建築環境工学特論

共創コンピュータネット
ワーク特論

施設デザイン演習

建築人間工学特論

共創コンピュータネット
ワーク演習

自然地理学論

地理情報科学演習

共創能力（DPA）の基礎の涵養：共創能力
（発想力・発見力・デザイン力・対話力）
の理解、工学分野との社会共創の基礎

システムデザイン特論

建築意匠特論

共創データベース特論

都市デザイン演習

歴史情報学研究演習

都市デザイン特論

共創データ工学特論

テキストアナリティクス
演習

共創データベース演習

○技術者倫理 (1)

共創基礎科目群

4
以上

共創工学概論 (2)

単位

＊は修了要件に含めない

共創基礎科目群では、共創能力（発想力・発見力・デザイン力・対話力）を理解し、工学分野との社会共創
の基礎を学びます。

専門科目群では、高度な知識・技術、共創する学術系知識を修得するため、工学系科目、工学と共創する学術
系科目から学びます。

専門実践科目群では、工学とデータサイエンス、人文学・社会科学とを高度に協働させ社会実装する実践的な
実習科目・演習科目により、共創能力を培い、主体的・協調的な学びの態度や実践力を涵養します。

２年間を通じて、学生は自身の研究テーマに応じたカテゴリーの指導教員の研究指導を受けます。また他カテ
ゴリーを含めた教員の中から副指導教員をつけることで多角的な視点での指導を受け、共創能力を養います。

共創能力の
基礎の涵養

研究指導：

専門力の涵養

共創能力および
実践力の涵養



・共創工学の深い専門知識と高度な技術を身につけた技術者を目指してい
る人

・学修した工学の知識と技術を、人文学・社会科学の知識と協働させて「
生きた知識」「生きた技術」にし、現実的諸課題の解決に積極的に貢献
したいという意欲をもっている人

・広い視野と倫理観を身につけて、共創工学の趣旨にもとづき、課題解決
のためにさまざまな人と協働するためのリーダーシップや行動力、コミュ
ニケーション力を発揮しようとする意欲をもっている人

一般入試、社会人特別入試、外国人留学生入試、内部推薦特別入試

古典文学作品の著者推定

文学
テキストマイニング
データサイエンス

ダンス動作のデータの分析と
フィードバックによるアートへの展開

伝統芸能
ダンス・パフォーマンス
情報科学

江戸の歌舞伎劇場研究
浮世絵からのVRモデリング

建築史
VRモデリング

水使用量を需要側でマネジメントす
るための情報伝達方法

環境工学
情報処理
認知科学

GISを用いた津波避難施設の
最適設置計画

都市工学、建築工学
地理情報解析
地理学、認知科学

インクルーシブなトイレ環境の
空間形成

都市工学
環境心理とユーザ調査
デザイン科学

高齢者の転倒予防を目的とした
スマートシューズの研究

人間工学、計測工学
情報工学
高齢者ユーザのQoL調査

高分子ゲルによる生体材料の開発

生命情報学
バイオマテリアル
環境工学分野

日本語コミュニケーション力の改善

言語学
情報処理
システムデザイン




